



































































































































































































イトの位置と属性、2 図で前者は■ [ ～千年期 ]、










































市は堅固な城壁を備え（3 図参照）、1 ～ 2 世紀の
インド中部や中南部の都市遺跡に類似する。スリ
クシュトラは、エーヤーワディー川の東 6 キロの











～ 4C、あるいは BC2 ～ 5AD）は、ハリン（2 ～













重になり、壁に沿って約 15 ～ 20㍍ほどの堀が３
重に存在した（O’Reilly,p.18）。円形都市の直径は


































































































































































（685-705 年）でもありうる。銀貨 197 枚は 700

















































　ピューは、4 ～ 8 世紀にガラス、瓶、綿布を輸
出し、また、乾燥地に適した綿の供給地として繁
栄していた（伊東,p.119）。ピュー・コインが広範














































のビーズが 2002 ～ 4 年に出土し、このうちガラ
ス・ビーズは 8643 個、金ビーズが 104 個であっ






















































































































た（Jack-Helgoualc’h,p.223, 以下 Jack-Hel と略）。











であった紀元前後～ 5、6 世紀まで、また、7 世



























































































図参照）は、12 ～ 13 世紀に活発な国際交易を
行った。宋や元の陶器の片が出土し、東海岸で






　 ① バ ン・ ド ン・ タ・ ベ ッ ト（Ban Don Ta 













































217300_津田塾大学_国際関係学研究.indd   9 2014/03/05   22:14:41
10
ズ」は、4 図⑤ 1237 の赤い壷型とも考えられる。
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11ピュー（古代ミャンマー）のビーズとコインにみる地域の広がりと東西交易
しくはない。博物館の説明文では、緑のガラス断































ルク・パット（S ③，1 ～ 6C）やクアラ・セリン
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② ロ ー マ ン（ 下 
玉 3 つ ） と サ サ
ン（ 下 ア イ、 上








ズ  子 を く わ
えたトラ印章
（W18 ㍉）、⑦


















と ガ ラ ス 製、 下 
緑 W18 ㍉ と 上 
⑪象のビーズ（上
左 W34 ㍉ ） と 鳥
（最下段右）







黒 の 護 符（ 石 製、
右端 H40 ㍉
⑰⑱出土の金　（⑰大 W7
㍉、⑱下 8 ㍉ ) 微小も穴
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15ピュー（古代ミャンマー）のビーズとコインにみる地域の広がりと東西交易




















ら 北 西 に 約
300 ㌔ 。  　
ピエの町外れ
に あ る パ ゴ
ダ。ここから
古 都 ス リ ク
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17ピュー（古代ミャンマー）のビーズとコインにみる地域の広がりと東西交易
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